
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書の訂正報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第４項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成27年６月30日

【四半期会計期間】 第100期第２四半期(自 平成25年７月１日　至 平成25年９月30日)

【会社名】 フタバ産業株式会社

【英訳名】 FUTABA INDUSTRIAL CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　三　島　康　博

【本店の所在の場所】 愛知県岡崎市橋目町字御茶屋１番地

【電話番号】 (0564)31-2211(代表)

【事務連絡者氏名】 上席執行役員　経理部長　　小　木　曽　伸　一

【最寄りの連絡場所】 愛知県岡崎市橋目町字御茶屋１番地

【電話番号】 (0564)31-2211(代表)

【事務連絡者氏名】 上席執行役員　経理部長　　小　木　曽　伸　一

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

 株式会社名古屋証券取引所

 (名古屋市中区栄三丁目８番20号)

 

EDINET提出書類

フタバ産業株式会社(E02195)

訂正四半期報告書

 1/20



１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社は、タイ王国にある投資先のYMPプレス&ダイ㈱（以下「同社」という）が関連会社になった以降の

平成26年３月期の監査済財務諸表が平成27年３月になっても受領できず、同社の決算数値が確定しない事

態となりました。このことから、当社が現地調査を行った結果、同社の無形固定資産勘定に多額の生産準

備費用等が計上されており、同社に対する当社の投資に対して再評価の必要性及び短期貸付金、売掛金及

び未収入金の回収可能性に疑義が生じていることが判明いたしました。

本案件の重要性を考慮して、平成27年４月21日に当社の会計処理の適切性及び同社に対する投融資の承

認プロセスの適切性について、外部の専門家を含めた調査、意見が必要であると判断し、社内調査委員会

（以下「特別調査委員会」という）を設置いたしました。

特別調査委員会による調査の結果、同社が資産計上した生産準備費用等は金型等に携わる部署の費用、

金型等を使用した部品の製造工程における試し部材料費などから構成されていることが明らかとなりまし

た。タイ経済の低迷等の同社を取り巻く環境や生産規模等を勘案した結果、これらの生産準備費用等は発

生時に費用化すべきとの判断に至ったほか、平成25年３月期に同社が購入した固定資産の購入額が当社の

入手した客観的な評価額を上回っていることが認識されました。

当社においてこれらの調査結果に基づいて同社の財務諸表を適切に修正した結果、平成25年３月期に遡

及して同社を持分法の適用範囲に含めるとともに、㈱K.F.N.（インドネシア共和国）を当連結会計年度の

期首より持分法の適用範囲に含めることといたしました。

この結果、平成26年３月期の第２四半期連結財務諸表において、持分法による投資利益67百万円等を計

上しております。

これらにより、当社が平成25年11月11日に提出いたしました第100期第２四半期(自　平成25年７月１

日　至　平成25年９月30日)四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品

取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出いたします。

なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受

けており、そのレビュー報告書を添付しております。

 
 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報　

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　（1）経営成績の分析

　（2）財政状態の分析

第４　経理の状況　

１　四半期連結財務諸表

　（1）四半期連結貸借対照表

　（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

　（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　注記事項

　　（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　（株主資本等関係）

　　（１株当たり情報）

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後のみを記載しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第99期

第２四半期
連結累計期間

第100期
第２四半期
連結累計期間

第99期

会計期間
自  平成24年４月１日

至  平成24年９月30日

自  平成25年４月１日

至  平成25年９月30日

自  平成24年４月１日

至  平成25年３月31日

売上高 （百万円） 189,705 193,832 365,246

経常利益又は経常損失(△) （百万円） △1,023 75 △2,163

四半期(当期)純損失(△) （百万円） △2,195 △632 △5,067

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △2,865 6,662 2,680

純資産額 （百万円） 45,310 55,272 49,691

総資産額 （百万円） 209,399 235,710 225,314

１株当たり四半期(当期)純損失金額(△) （円） △31.39 △9.04 △72.44

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 15.5 17.6 16.2

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 8,183 8,509 14,861

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △9,185 △8,217 △18,987

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 2,144 △3,802 3,682

現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高 （百万円） 17,786 16,490 17,932
 

 

回次
第99期

第２四半期
連結会計期間

第100期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年７月１日

至  平成24年９月30日

自  平成25年７月１日

至  平成25年９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) （円） △22.20 △7.10
 

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業

の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子
会社）が判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では緩やかな回復が持続しているものの、欧州

では財政金融不安の再燃等を背景とした景気低迷が続いております。また、中国においては景気の拡大

テンポが弱まってきており、インドを始めとした新興国においても成長鈍化が引き続くなど、総じて厳

しい状況にあります。

　国内経済は、円安による輸出環境の改善や大胆な金融政策、機動的な財政政策、新たな成長戦略の効

果、いわゆるアベノミクス効果を背景に、景気回復へ向かうことが期待されておりますが、世界経済の

先行きは依然として不透明であり、予断を許さない状況が続いております。

当社グループの主要取引先であります自動車業界においては、グローバルレベルで見れば、北米にお

いて回復が続いているものの、欧州においては依然として低迷しております。また、中国においては日

中関係の冷え込みの影響もあり、やや低迷しております。国内市場においてはエコカー補助金の政策効

果一巡に伴う販売減もあり、やや弱い動きとなっております。

こうした状況のなか、当社グループにおいては、生産体制の見直し、生産効率の向上、原価改善の推

進及び物流費の低減などの収益改善活動等に積極的に取り組んでまいりました。

当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は1,938億円(前年同四半期比2.2％増)となり、営業

利益は４億円(前年同四半期比5.9％減)、経常利益は０億円(前年同四半期は10億円の経常損失)、四半

期純損失は６億円(前年同四半期は21億円の四半期純損失)となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

売上高はエコカー補助金の政策効果一巡に伴う販売減の影響により、1,207億円(前年同四半期比

6.4％減)となりました。セグメント利益は12億円(前年同四半期比173.1％増)となりました。

②北米

売上高は364億円(前年同四半期比32.2％増)となりました。セグメント損失は６億円(前年同四半期

は10億円のセグメント損失)となりました。

③欧州

売上高は116億円(前年同四半期比13.1％増)となりました。セグメント損失は４億円(前年同四半期

は３億円のセグメント損失)となりました。

④アジア

売上高は332億円(前年同四半期比13.0％増)となりました。セグメント利益は３億円(前年同四半期

比74.2％減)となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産については、売上債権の増加、有形固定資産の増加、投資有価

証券の増加等により、前連結会計年度末に比べて103億円増加し、2,357億円となりました。負債につい

ては、仕入債務の増加、未払費用の増加等により、前連結会計年度末に比べて48億円増加し、1,804億

円となりました。純資産については、為替換算調整勘定の増加等により、前連結会計年度末に比べて55

億円増加し、552億円となりました。

 
(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ14億円減少

し、164億円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、得られた資金は85億円であり、前年同四半期の

81億円の収入に比べ３億円(4.0％増）の収入の増加となりました。これは主に税金等調整前四半期純利

益の増加によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は82億円であり、前年同四半期の

91億円の支出に比べ９億円(10.5％減)の支出の減少となりました。これは主に投資有価証券の償還収入

の増加によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、使用した資金は38億円(前年同四半期は21億円

の収入)となりました。これは主に借入金の返済及び少数株主への配当金の支払いによるものでありま

す。

 
(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

 
(5)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1,249百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

 

②　【発行済株式】

 

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成25年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成25年11月11日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 70,049,627 70,049,627

東京証券取引所
市場第一部
名古屋証券取引所
市場第一部

単元株式数は
100株であります。

計 70,049,627 70,049,627 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
─ 70,049 ─ 11,820 ─ 8,470
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(6) 【大株主の状況】

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式

総数に対す

る

所有株式数

の割合(％)

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 8,585 12.25

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 3,063 4.37

みずほ信託銀行株式会社退職給付信託みずほ銀

行口再信託受託者資産管理サービス信託銀行株

式会社

東京都中央区晴海一丁目８番12号 2,919 4.16

ビービーエイチ ボストン カストディアン

フォー ブラックロック グローバル

アロケーション ファンド インク 620313

(常任代理人　株式会社みずほ銀行)

100 BELLEVUE PARKWAY WILMINGTON,

DELAWARE 19809370000, U.S.A.

(東京都中央区月島四丁目16番13号)

1,865 2.66

フタバ協力会持株会 愛知県岡崎市橋目町字御茶屋１番地 1,710 2.44

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

(信託口)
東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,510 2.15

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ

ロンドン エス エル オムニバス アカウント

(常任代理人　株式会社みずほ銀行)

WOOLGATE HOUSE, COLEMAN STREET LONDON 

EC2P 2HD, ENGLAND

(東京都中央区月島四丁目16番13号)

1,394 1.99

シービーエスジーバンクジュリアスベアシンガ

ポールブランチ

(常任代理人　シティバンク銀行株式会社)

BAHNHOFSTRASSE 36, P.O. BOX, CH-8010

ZURICH SWITZERLAND

(東京都品川区東品川二丁目３番14号)

1,322 1.88

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,290 1.84

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 1,162 1.65

計 ― 24,824 35.43
 

(注)１　発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下２位未満を切り捨てて表示しております。

２　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

みずほ信託銀行株式会社退職給付信託みずほ銀行口

再信託受託者資産管理サービス信託銀行株式会社
2,919千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 1,510千株
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(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 95,600

完全議決権株式（その他） 普通株式 69,857,300 698,573 －

単元未満株式 普通株式 96,727 － －

発行済株式総数  70,049,627 － －

総株主の議決権 － 698,573 －
 

 

②　【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
愛知県岡崎市橋目町字御茶屋１番地 95,600 － 95,600 0.1

フタバ産業株式会社

計 － 95,600 － 95,600 0.1
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 
２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月

１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けてお

ります。

なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出してお

りますが、訂正後の四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受

けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

    
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 17,888 16,111

  受取手形及び売掛金 46,318 50,299

  製品 4,014 4,082

  仕掛品 10,478 9,666

  原材料及び貯蔵品 3,916 3,660

  繰延税金資産 4 3

  その他 7,629 8,901

  貸倒引当金 △24 △21

  流動資産合計 90,225 92,704

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 29,397 30,877

   機械装置及び運搬具（純額） 44,784 48,161

   工具、器具及び備品（純額） 3,836 4,264

   土地 14,434 14,673

   リース資産（純額） 4,644 4,323

   建設仮勘定 10,233 9,433

   有形固定資産合計 107,331 111,734

  無形固定資産 1,119 972

  投資その他の資産   

   投資有価証券 20,904 24,272

   長期貸付金 2,005 2,013

   繰延税金資産 555 774

   その他 5,618 5,681

   貸倒引当金 △2,444 △2,444

   投資その他の資産合計 26,638 30,298

  固定資産合計 135,089 143,005

 資産合計 225,314 235,710
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(単位：百万円)

   
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 45,802 48,420

  短期借入金 41,825 43,875

  1年内返済予定の長期借入金 8,315 9,775

  リース債務 4,047 3,738

  未払法人税等 267 423

  未払消費税等 722 299

  リコール損失引当金 27 －

  未払費用 7,908 8,944

  その他 6,160 6,605

  流動負債合計 115,077 122,082

 固定負債   

  長期借入金 40,702 37,335

  リース債務 1,272 1,065

  繰延税金負債 8,147 9,269

  退職給付引当金 9,507 9,807

  役員退職慰労引当金 88 75

  製品保証引当金 344 344

  資産除去債務 189 189

  その他 292 269

  固定負債合計 60,545 58,355

 負債合計 175,623 180,437

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 11,820 11,820

  資本剰余金 10,413 8,616

  利益剰余金 6,857 8,255

  自己株式 △147 △147

  株主資本合計 28,943 28,544

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 8,588 10,410

  為替換算調整勘定 △1,102 2,505

  その他の包括利益累計額合計 7,486 12,916

 少数株主持分 13,261 13,811

 純資産合計 49,691 55,272

負債純資産合計 225,314 235,710

     
 

EDINET提出書類

フタバ産業株式会社(E02195)

訂正四半期報告書

11/20



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

  
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 189,705 193,832

売上原価 180,621 184,543

売上総利益 9,083 9,289

販売費及び一般管理費   

 運賃及び荷造費 3,218 3,067

 給料手当及び賞与 2,293 2,720

 退職給付費用 88 83

 役員退職慰労引当金繰入額 12 12

 法定福利及び厚生費 304 322

 租税公課 297 286

 減価償却費 394 338

 その他 1,974 1,986

 販売費及び一般管理費合計 8,583 8,818

営業利益 500 470

営業外収益   

 受取利息 151 189

 受取配当金 169 171

 作業くず売却益 141 152

 デリバティブ評価益 10 35

 持分法による投資利益 － 25

 雑収入 249 311

 営業外収益合計 722 884

営業外費用   

 支払利息 693 607

 持分法による投資損失 502 －

 為替差損 381 129

 雑損失 668 543

 営業外費用合計 2,245 1,280

経常利益又は経常損失（△） △1,023 75

特別損失   

 投資有価証券評価損 373 －

 特別損失合計 373 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,397 75

法人税等 467 466

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,864 △391

少数株主利益 331 241

四半期純損失（△） △2,195 △632
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

  
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,864 △391

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1,241 1,819

 為替換算調整勘定 129 4,783

 持分法適用会社に対する持分相当額 110 450

 その他の包括利益合計 △1,000 7,053

四半期包括利益 △2,865 6,662

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △3,343 4,797

 少数株主に係る四半期包括利益 478 1,865
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

  
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,397 75

 減価償却費 10,080 9,941

 受取利息及び受取配当金 △320 △360

 支払利息 693 607

 売上債権の増減額（△は増加） 6,778 △3,399

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,634 1,603

 仕入債務の増減額（△は減少） △8,137 928

 その他 3,509 △64

 小計 9,572 9,331

 利息及び配当金の受取額 319 423

 利息の支払額 △688 △612

 法人税等の支払額 △1,019 △633

 営業活動によるキャッシュ・フロー 8,183 8,509

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △8,830 △8,815

 貸付けによる支出 △27 △49

 貸付金の回収による収入 40 41

 その他 △367 606

 投資活動によるキャッシュ・フロー △9,185 △8,217

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △3,715 1,417

 長期借入れによる収入 22,111 142

 長期借入金の返済による支出 △16,860 △2,969

 セール・アンド・リースバックによる収入 3,501 2,077

 リース債務の返済による支出 △2,891 △2,651

 配当金の支払額 △0 △0

 少数株主への配当金の支払額 － △2,312

 その他 △0 494

 財務活動によるキャッシュ・フロー 2,144 △3,802

現金及び現金同等物に係る換算差額 142 2,067

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,285 △1,442

現金及び現金同等物の期首残高 16,500 17,932

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1 17,786 ※1 16,490
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 

当第２四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)

(持分法適用の範囲の重要な変更)

第１四半期連結会計期間において、重要性が増したため、㈱K.F.N.を持分法の適用の範囲に含めております。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

当第２四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)

(税金費用の計算)
一部の連結子会社における税金費用については、当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計
算しております。
なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年９月30日)

現金及び預金勘定 18,003百万円 16,111百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △216百万円 △62百万円

取得日から償還日までの期間が3ヶ月以内の短期投資 －百万円 441百万円

現金及び現金同等物 17,786百万円 16,490百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

１  配当金支払額

　　該当事項はありません。

 
２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 
当第２四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日）

１  配当金支払額

該当事項はありません。

 
２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 
３  株主資本の著しい変動

資本準備金の額の減少及び剰余金の処分に関する事項

当社は、平成25年５月23日の取締役会において、会社法第459条第１項の規定に基づく定款の定めに

より、資本準備金の額の減少及び剰余金の処分について決議いたしました。

 
(1)　資本準備金の額の減少及び剰余金の処分の目的

　資本準備金の額を減少し剰余金の処分を行うことによって、繰越利益剰余金の欠損を填補するも

の。

(2)　資本準備金の額の減少の要領

　会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少しその他資本剰余金に振替えるもの。

① 減少する準備金の項目及びその額

　　資本準備金　　　　　1,797百万円

② 増加する剰余金の項目及びその額

　　その他資本剰余金　　1,797百万円

(3)　剰余金の処分の要領

　会社法第452条の規定に基づき、上記２で振替えたその他資本剰余金をさらに繰越利益剰余金に振

替え、欠損を填補するもの。

① 減少する剰余金の項目及びその額

　　その他資本剰余金　　1,797百万円

② 増加する剰余金の項目及びその額

　　繰越利益剰余金　　　1,797百万円

(4)　資本準備金の額の減少及び剰余金の効力の発生日

① 取締役会決議日　　　平成25年５月23日

② 効力発生日　　　　　平成25年５月23日

 
持分法適用に関する事項

前連結会計年度において持分法非適用会社であった関連会社１社は、重要性が増したため、第１四半

期連結会計期間から持分法の適用の範囲に含めております。この結果、当第２四半期連結累計期間の

期首において、利益剰余金が、233百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において、利益剰余

金が、8,255百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

合計
(注)２

日本 北米 欧州 アジア 計

売上高        

  外部顧客への売上高 122,502 27,578 10,294 29,330 189,705 － 189,705

  セグメント間の内部売上高又は
振替高

6,549 － 0 119 6,668 △6,668 －

計 129,051 27,578 10,294 29,449 196,374 △6,668 189,705

セグメント利益又は損失（△） 468 △1,068 △364 1,289 325 174 500
 

(注) １　セグメント利益の調整額174百万円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第２四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

合計
(注)２

日本 北米 欧州 アジア 計

売上高        

  外部顧客への売上高 112,619 36,454 11,636 33,121 193,832 － 193,832

  セグメント間の内部売上高又は
振替高

8,164 0 5 145 8,314 △8,314 －

計 120,783 36,454 11,642 33,266 202,147 △8,314 193,832

セグメント利益又は損失（△） 1,278 △693 △403 333 514 △43 470
 

(注) １　セグメント利益の調整額△43百万円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △31円39銭 △9円04銭

(算定上の基礎)   

四半期純損失金額(△)(百万円) △2,195 △632

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純損失金額(△)(百万円) △2,195 △632

普通株式の期中平均株式数(千株) 69,955 69,954
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   髙　　橋　　寿　　佳   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   山　　崎　　裕　　司   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   矢　　野　　　　　直   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成27年６月30日

フタバ産業株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

 

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフ
タバ産業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成
25年９月30日まで）に係る訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フタバ産業株式会社及び連結子会社の平成
25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
その他の事項
四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正して

いる。なお、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成25年11月11日に四半期レビュー報告
書を提出した。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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